
総合体育館の整備について
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２ 新総合体育館（現在の想定）

１ 苫小牧市スポーツ施設整備計画（個別施設計画）

規模（帯広市総合体育館と同規模を想定）

候補地

概算事業費

設置年 実施内容
スケジュール

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11

総合体育館 Ｓ４８

・受電設備を改修と低濃度
PCBを処分

・胆振日高地方の中核的施
設として建替え

・建設地は市内中心部
建替計画策定

整備 不具合箇所を必要に応じて整備 解体

事業者選定・実施設計・整備

諸 室：メインアリーナ 2,806㎡（バスケットボールコート３面）
サブアリーナ 1,056㎡（バスケットボールコート１面）
ほか多目的室・スタジオ・トレーニング室・事務室など

駐 車 場：３００台程度
延床面積 :１５，０００㎡

市内中央部（緑ケ丘公園、駅周辺 など）

約９０億円 ※整備に係る関連経費と物価高騰により更なる増加が見込まれる

帯広市総合体育館 メインアリーナ
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物価高騰に伴う建設費等の上昇により大きな財政負担が見込まれる

他の大型事業と調整
・他の大型事業を同時進行するのは、財政負担が大きい
・最優先課題である「駅前再整備」の方向性を踏まえて判断

課 題：総合体育館の建設費等の高騰
実施内容：建設費の抑制に向けた整備手法の検討

課 題：総合体育館の建替えが想定より遅延
実施内容：現総体の延命化改修に向けた検討（改修内容及び費用を調査 など）

総合体育館の整備について

・各候補地におけるメリット・デメリットなどの調査
・機能規模や候補地の選定など、事業方針を検討

３ 令和５年度の検討結果

４ 令和６年度実施予定


